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:‐ 精ね J雨のち晴れ

釧 Ю 諦

今日からBmei胡運野 となりました3期の

厳 す。こい   「安らぎの!劃 になるこ

とを望み、残りの人生をこれにかけます。

5/B明 )朝 のうち雨、のち晴れ

「カメ虫の命と人間の命の曖劣について」を

半年かけて考えてみたい。
-0町

に出か

け、村田さん (■り 、小林君 (制り に会う。

1-泊 まる。

5/14∞ 晴れ

奇1た 3要ド掏漏日色

5え5“ 断

4時超れ フイ痴 ・ 飯食う。のゴ嚇L
脚

…

ω m。

…電気科3T-7J颯 に訪れる。岩魚01L

5/16" 断

…

楡 lL臨

5470 断

Olain s釧 の作動ど彙 分解修理必要.岩魚

0ロニ

5/18 0  1‖に

犠          ¨

夫人、」渥を訪れる:金沢工大学生室炸君来る。

7"頃大出徹氏 CttD BergHe優野h3人で

drunken und schlaff.

5/19(日 ) 快晴

大山氏
^室

井君高二郎に向かう。 (5:3080

-ヽ
2匹難舞 大をサシミ|こ」嗜渭洒
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イタドリの

熱ほ ナツメ差し入れあり。

5′40輌) くもり時々 雨

酒とヨ磨蒲鷹 クォークが究極とは思えない.

超磁理輸でクォークを説朋できれば究極理論の

完成である。正午ダムサイトまで出:舟由女史

にTel.夜来雨漏りあり。

5/2ω  晴れ

聖書を読む。午後金沢へ.舟日女史に会う。

…

雨漏り2ケ所らしい。

5/20Ю  翡 雨々

素粒子論を学ぶし午後松田権六著「うるしの

話」イ踊諸矢 感銘する。

5/8鉢 ) 朝隋れ のち曇 午捌晴れ

本日から日本酒港主食とする。 1食ЮOcc.

但しバン等ば副食と九 フイン、ウィスキーは

動 ・ 寺
・

前9瞑k輌 4-―
ムサイトまで.途中危険箇所2ケ所に安全ロー

ス 岩 kOL

5/2鮨録  晴賤 々わ ち晴れ

…

午後ダムサイトまでの構

師 の脚 り。4珀

"蘭

‖嗜LJ洸ん電 る。

5/%0 晴れ .■     | |
正甲興 理学部菫扉当哺曲麟饉ツ肝コ宅小

屋到着。午後学生達が山にでかけている間に、

便所建設完了.夜t皆で廃黙てキ■ンプファイ

ヤー.



5/器 (日)晴 れ

午後郷嚇罐た曝回雌 る:又静かさが戻

る。           :

5/2い )晴 れ

小屋まわり捌れ を層L ll胞見

5/28∞  晴れ

御申口札 金沢の街まで出る。途中山道整備.

食‖しヽ 葉書出し、ヮンゲル難き囲駐 生物

…

どうでもいい沢

…

ぁ

んな山中に移転したかし日本=不使な大学と言
われる由縁である。フンゲルと山岳部が同居し

ているのもおもしろい。いっそ昔のように「山

00」 に戻したらどうか、新名称は「金沢大学

山野漂泊の会」なんてのはどうだろうかリドイ

ツ語ならさしずめhmatt universぬ t Berg―

steigen und hnd―g Veleinα .U.B.W.V。 )

とでも云うところ九

5/"的  晴れのち曇

ダムサイトからBerg Hei■ に至る道の危険箇

所の足場切りやロープ張りほぼ完了。今後とも

脳続して修復は行っていく。約

"日

間の山小屋

生活から感じたこと、それ態気 日本人の多く

が捨て去った山村生活にこそ至福の生活がある

ということである。21世紀の日本人の生き方と

しての提言だがt若者は海外へ出て発展途上国

のい となり、現地の人と結婚して彼

の地に骨嗜埋めること、

…

た人達は山

村に戻り、父祖の地を復興させること。これが

日本人として活力を取り戻さす一策と思うが知

何に。

5/30" 晴れのち曇

ダムサイトまで電話を借りに行く。午後素粒

子論を学ぶ
`私

の思い上がりか知らないがクォ

ーク噛超磁で説調できる気がする。アインシュ

タインの式E=m♂もコ聯】な相躍謗理機

なくともエネルギーの式から誘導できる。とす

ると俺は宇宙をつかんだことになる。時間は宇

宙の轟 ある。ニュートン国瑠間をアプリ

オリなる直線 (∝た0と考え、アインシュタ

インは闘燿熙H国職 (1姉 と理露RI覇け鵬

間を面 (鍵た0と考えた。つまり時間tは 4

π♂である。但しrは宇宙当L

5/310 曇

カメ虫と人間についての問題の解答が出た。

カメ虫を人間が朦うのは臭いからである。故に

この対抗策として人間がカメ虫に嫌われる匂い

を出せばよい。つまり小屋にカメ虫の嬢いな匂

いのする塗料を使うことである。今日も無出な

至福の一日が暮れる。

6/10 曇

宮沢賢二の「雨ニモマケズ」の最後の方の‐

節「ヒデリノトキハナミダフナガシ、寒サノ夏

ハオロオロアルキ」が今までその鰤 はっき

りしなかった。それは百姓の気持ちになると云

うことだ。早魃にならぬかとえ昴 、冷害に

ならぬかと心配することだったのだ。俺にば百

姓の気持ちは今までわからなかった。工学なん

て学び、プラスチックの物赳なんてばかりやっ

ていたからだ。BHに住みつきはじめて、山村

の人達の心がわからた。人生にはわからないこ

とが多い。その立場になって初めてわかるもの

洩

聖書マタイ5章 3節も日本語の
―

は 1象
しきものは幸なり。天国は汝のものなればなり」

もどうもしっくりしなかった。しかし英文の聖

れ ではっきりした。それには

Happy are those tt m they are spiritta―

Hy poov;the Xingdom of heaven belongs b

them!

iこ
:Z
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「心が賓しい者」ではなく「増が貧しいと自覚

している者」であったの洩

6/2(日 )快 障

午後、岩魚釣りに来た南保さん (NTT動
を小屋に呼び込み、 3時頃まで談笑す。炭焼き

のに 帖 示さ誠 .― して帰る。

崎 月を見る。―
―

脚¬願醜

6/30)曇
旧道槽修7:30an-3:30B高二郎まで行けず

途中で引き返す。パテた。酒と天養羅油を交互

に飲み、あられを食ってたら腹が立った。「お

となの味」なんて書いてある。議が大人になる

ものれ 私 永遠に緑なのだ。大人になると云

うことが人生のはかなさを知ることなら、俺は

いや鳩 人生は永遠のものだ。神の御手にある

ものにとっては.サミエル・ウルマンの詩にも

あるではないれ

6/4(蛉  絆 雨

―
あやしいので山道作業は中止.屋根

罐 縮 .難 な生活をし、―

深く考える‐‐1私の造語である。贅沢すると人間

ば跡を考えなくなる。満腹だと眠くなる。粗食

して強 ていると商 ぎすまされる。した

がって頭脳が鋭くなる。

6/5(水)晴 れ

IBL-7:30an-4=00L1089meakか ら

=旦下った窪地の残雷の地点まで。鋼

明な為、登山道以外の本を切ったかもしれない。

山道で学生時代の俺に出会った。

「今なにしているんだ」

と学生時代の俺が聞くから

「いろいろあった人 今小屋番をしながら山道

の整備をしている」     ′

と答えた。

「ふ―ん」

と不審そうな顔をして、学生の俺が尋ねてきた。

「昔の理想はどうなったんだ」

今の俺は           '
隊 の文句じゃないが、富も名誉も恋も、遠き

憧れの日のことさ。今は一口睦照らすことに専

念することにした:お前に脚 からないと思う

が、やがてわかるさ。さようなら.Berghein

で待っている」

と答えた。

小屋に帰って昔唄った歌をハーモニカで次々

に吹いた い てきた 鵬u気 熱

ば去りぬ」れ

6/6Cわ  穆

わ園雪ま惨口:30an-5:20pL¨ ら縦3Ю

m、 きつかった 2819喘寇コ暉螂工劉鶴り新

4-0上 藤 山本暖 工化大学院

生曽野君 (ワ ンゲルOB)と小生で、高載

案内したことを思い出した。物 卜田教授と

現在の小生の年齢はほぼ同じ 先生にとらてさ

ぞきつい登山だったに違いない。帰りにオロロ

α腟攻撃にば面先生も参っておられた

拠 噸 局 の
― らへ臥 醜

6/70D 曇のち晴れ 夕刻雨
・

新道補修7:“田-5:10"昨日に+100mmJ

たか襲 大部会のサラリーマンと同じく、

項場に到着するまでにエネルギ‐を使い果たし

ろくな仕事ができないo山道を作っ■人の苦労

がしのばれる。彼等にとって山道畦 醐 だ

ったはずである.自分達とは事情が異なる。し

たがって意気込みが違う。け 設けるべ

し。
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6/8(土)曇 のち雨

剥顕耐洋ヘ ダークマター明罰味来の字

宙がこのまま拡大する水 または縮小するかを

決定すると云う。そもそもダーク■タニなるも

のは¬困障静帆 自然とは知れ曲 る程不可解

なものである。学問とは疑間を生む為のものと

も云える。そして自然 佃りの偉大きを知る手

段でもある。

6/9(日)雨 のち曇

J瑾1の還暦まであと80日 。8月 28日まで一日
~合

の日本酒で頑張ってみる。聖書と相対性理

歓 暮ら九

6/10明)曇 のち雨

ワンゲ鵜 アイルランド出身の女子留学

生が居ることを思い出し、便所|こ西洋式使器を

設置した。彼女に使用感想J聞き、改善するつ

もりである。現設違よ早く来い。

酒に印 ヽ ウグイスの声を聞く。自分がこの

世に実在している確力な証拠である。夢でなく

現実である。デカルトは疑って、疑って、疑い

ぬいて自己の実在に達したが(私は現実をある

がままに受t,黒 実在をゆ る。人生の目的

とは、神の世ヽ仏の種楽浄土をこの世に実現す

る為に、各自相応に努力することである。

鳥獣達醸 こ

…

としているがヽた

だ人間だけがt知能という生きる為の手段にふ

りまわされて、この世嗜住みにくくしている。

愚かなるもの汝の名lJIomosapigLS。 人類の祖

先はアフリカの草原に下り立った二人の女性(

男性数は不り にけ る。したがって皆血

縁なのだ:それだのに国だ、民俗だ、宗教だな

どといがみ合っている。これが愚でなくて何だ

ろう。繁殖しすぎた人寿は。人類の適性な人口

密度0こ戻れ それはl lmに 1.4人である。(東

■ MりIli-0静        `

6/11(ハ  雨

本格的な梅雨の魏 これもまた良し。昨日

から固形物のない鎮 酒t塩分、永 これで

生きれるはずだ。横山大観の操作「動

は酒によって画かれたという。ヮサビを替油に

溶いたものをなめながら、酒をチピリチピリ。

これが真の費沢と云うものであろう。

6/120Ю  晴れのち曇

朝t ttι ¶掛嘲tっていて初霜の様だった。朝

日と綿麟と自い7Lこれが挑源郷である。高級

プランディーRew Lttin入りの1厖熙りいつ

つ山を見る。このような幸せがあってよいのか !

―
の生活こそ理想的な生き方と思うので、

考えた結果、臓tteの南側を用にすることにし

た。                |

6/130村  晴れのち曇

一

日は式で展開した。昨夜■晩中

夢と現の中で計算した。Einsteinと 結論は―gt

した.ついに俺は「フイン 酒多側 となった。

(こ のノートの初めの所に書いた)

時 の設置完了。畑作りtt― ある。

竹Omtはりめぐらされているのにltaっ た。

ぼちばちやることにする。講陸硝書υ妻札

6/14 GD 曇のち晴れ

正午頃ぶらりと小屋を出たら、元倉谷に住ん

でいた夫婦に出会った。二人とも蜘 1年生ま

れ。私と同障樹である。テント張りの■歓 御

馳走になり、みやげまで戴いた。へ 小立野3

丁目に住んでいる方達である。あさって日曜日

にまた来るからおいでと云われた。有り難い、

あリカくたい。
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6/150配 曇 晴れ 曇 雨 一つゆ空

…

いるかどうか心配しているよ

うだから、どっこし撃 ている証拠を見せに金

沢い 出る。ヽJ― 風呂に入れてもらい、

カツオの刺陽の御馳走になる。長男が顔に出し

に来た
`立

派な青年に成長していた

6/16(日) 和 ち晴れ

午前田純劇嘲咤を出る。7」u観 臓てぃた

ので、そのままにしておいた.舟田節子女帝宅

に行き、女房からの小包をもらい、手土産まで

いただいた

午後 1専到硲卜に着く。羽場さん対日L嗽の

帰りを今や遅じと待っていて下さった。上井得

二郎 (ド ンソ)、 山崎隆 (キ ュービー)一‐ェ化

帥年尽器―と羽場さん国同緩性と分かり、ます

ます意気隣合す.そしてユ 山崎等と似たこ

とを云うことにも同級生を感じた。

6/17偶 )曇 時 雨々

ドアOlu鎌 研ぎ、etc i―で一日暮れる。

夜t素粒子と超磁について考える。
―

磁 、

6/18∞  曇のち晴れのち雨

駒帰まではがきを出しに行ってきた 途中ダ

ムサイトの道を昨日研いだ鎌で、笹やススキを

払いながら。 4時にBernei“に着いて飯を作っ

ていると雨:俺はラッキニに生まれういた。途

軽 の実を食いながらの良き一日であった。

6/19ω  雨のち晴れ

中   「
・ ―

補 ・ 謝

に読んだ時とは別な感想を持った。若い時に興

味のなかった宗教についての四国の考え方に共

感を覚える。これは璃齢のせいかもしれなしヽ

6翔 肉  曇

還暦を迎えるにあたりヽ4ま 考`えていたこ

とをまとめてみた。 日諦歌 イ詢虫 超磁につい
て」である。フンゲルの諸君に読んで欲しい。
今後は観雌囲論の展鴨睦進めたい。

金沢に出る。舟日女史と昼食像、角間の大学

へ行く。驚いたこと

…

はくBHに何時

の間にか浮浪者が住みつき、行方がわからなく

なった>と話題になっていたことだった 学生

部に顔を出して

麟 は私です。お騒がせしてすみませた 」

と詫びておいた。

前日先生、村田女史に会い、楽しく語り合っ

た :小林君宅に泊めてもらうつもりだった八

ガッポリJNE― 当が入ったので、ビジネス

ホテルに泊まる。

6″ ③  雨のち曇

工学部へ行き、電気の鈴木教授 (ワ ングル0

B“
"年

会しヽ 久u暖り申甲ら 次団曳と飯

でも喰いながら、続きを話すこキにする。物質

工学の中本教授とは漆や木炭の重要性について

語り合う。 51讃頃力爾獣。

6/復 ω  曇

朝プランデー入りのカプチーノを飲みながら、

一昨日舟田女史に提出した超磁についての説明

に不備な点があることに気付いた。早速金沢の

街に出ることにする。そして正国囲宅で泊まり、

私の初めての論文について討論しよう。
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6/23(日)晴 れ

金沢からの帰途、羽場さん夫婦に会う。サン

マ三匹もらう。飯を決くのが面倒だから酒にす

る。サンマと酒:何と幸せな贅沢な夜食よ。そ

れにしても正国君の生活を見て考えさせられた。

構 とはなんと余裕のない生活なのかと。

自分の好きな研究をして、若い人を相手に出来

るうらやましい職業と思っていたがヽ実情は違

う。雑用ばかりらしし、 自分の好きなことを考

え、行動に起こせる、私の現在の生活が‐番め

ぐまれている。神に感議 鳳 人にも:鶴塩

全てに感謝.食って、飲んで、寝る。

6/24")曇 のち雨

鳥のさえずりに日覚め、さわやかな気持ちで

酒を飲む。すると頭にひらめいた言葉がある。

それは 時間のもう一つの憲L
HEIとは、エントロピーの増加を表すための

婢扮濠醐k● ラヾメーター)である。」

これの方が

剛 とは宇宙の表面積である。」

よリカッコがよし、 7月 1日金沢の街へ出測際

に舟田女史に伝えよう。山に居ると頭が冴える。

当分山から下りられない。

6/25∽  大雨

"nin cats and dogs'僣 稿敵で習った'ド

シャ降り雨 "が降る。河原に放置してあった洗

濯物の入ったポリバケツと大型ドリタンそっく

り流されてしまっれ 勧 は次の通り。

山シャツ1志 =聞[シ ャツ1着、厚調旧Fl患

薄手靴下2足、バンツ1看. 動

ポリタンク1個にポリパケツ1個L C吐1ワ ン

グル備品)備品については弁償させていただく。

'Nature"又 は'鮨rican physical s∝ iety"

に投稿する為に原稿を書き始める。

現在午後2時半、雨は絶え間なく降っている。

天が汚れた人間社会に洗礼を施す様に。清めら

れよ、人の世よ。そして甦れ !午後5時、倉谷

川Iの濁流はものすごく、下の選歩道まで流れが

入っていた。金沢の街の無事を祈る。

私が大学け る申 には 浅野

川が氾濫したことがある。BHでは洪水の心配

はないがヽ自分のみ無澤であれば良いというノ

アの心崚にはなれない。

6/%“  曇のち雨 (降ったり上んだり)

のち晴れ

今日も至福のhilight Tineが訪れた。下手

くそな英文による「時間と存在」「エントロピ

ーと超磁」の原稿を書き終え、今紅茶にブラン

デーをたらしたや        でいる.

明日もし晴れたら、水平道 (ダムサイトー船

の危険箇所を修復しよう。

臓田鯉動υΨコ と「聖書」を読む。私の60

年の足 を振り返ってみる時、もの心が鈍 てヽ

殊 心配手、悩みのなかった時はなかった。

今は違う。毎日が囁沃である。あたかも鳥や動

物がヽ明日を心配せず、今日という日を精‐杯

楽しんで生きて居るのと同じである。それ心 、

自然の中で暮らし、神を受け入れたからである。

皆に伝えたい。諄 ればそこに天国があ

ることを.

6/η
" 

曇のち晴れのち曇 に 日ヽ竜Ю

午前中、河原で洗濯していて閃いた。「時間

は宇宙の表面積にある」と仮定して誘導される

力は 9-Lの 球 ある四つの力、

すなわち「重力」「磋闘力」「強い力」「弱い

力」を統■する力ではないか?と云うことであ

る。神に林 真理に輸凩
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6/280 曇時々雨  (さは晴対

昨日に続き 日贅この力」を考える。エントロ

ピー出超磁の数 (Σs)を意味する。統■のカ

を作り出す要素である。
.   

△ω

F一 Σ s。
一

/4π ゞ

△1

の式のΣsがエントロピーである。

(△ ω 3超磁重量 △13超磁長さ R;宇宙

鞠

我々は宇薔半径やエントロピーを見ることが出

来ない。したがって時計というものを作り、時

間をバラメーターにして、見ることの出来ない

ものを計測しているのである。・ 3ig L理・ で

神は空間とぶっしつを創造した。人間は職

考え出して、その時間によって苦しんでいる愚

かしい薇

神lJAに宇宙創造の秘密を打ち明けられた

今こそ、日本酒の抹茶割りで神をたたえん !乾

杯 !"我々の神とは天地之に由りて位し、万物

之に由りて育する宇書の内面的統■力でなけれ

ばならぬ
コ
西日 幾多罵

6/D(D 晴れ  Qヽも晴D
午前中、ダムサイト方面に道の状態を見に行

く。沢の入り込んでいる箇所は何処も相当崩れ

ていた

一

けることに

…

る。

6/30(日) 雨曇「
‐‐のち晴れ (心は無論晴わ

明日は■黎幕朽覗関魚 舟日女史に熱 に`金

沢に出る。超磁理論を学ぶ。必ずマスターする !

一世一代の論文 (英文)を書き終える。もう死

んでもよい。生きたあかしが出来た。乾杯 !神
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続 フ イ ン 酒 多 飲 日 記

7月 1日 明 )・曇

舟mに 会いt■方的にしゃべりまくらて

申し訳なかったがヽ 人と話す機会がしばらくな

かったもので、つい度を越してしまった。反省。

■引おりけ日鬱睦儀 して、帰り1胡饉轟顕

をもらう。金沢らしい伝統はここにもまだ生き

ている。―   「ばたん」国開店田間年で我々

中 のコーヒー‐杯の価格田円でサービ

スしていた.学生の客はない様だった 時代の

流れを感じさせられた.

7月 2日 (灼  曇

うるしかき道具を送る為に金沢に出る。食糧

類と偶濯財鶴ナた佃 晴 腱弱れ勁竜方」を

買う。7時頃小屋に帰若す。10峙半項ふと目を

覚ますと外は満月。寝るには惜しい。酒を片手

に小屋の外で月見の宴としゃれこむ。万感胸に

追り、昔山でよく唱った歌 "晰m the moom

coms over the motmtain"を 唱った。そろそろ

梅雨明けかもしれない。

暉硲Ю沢音高き月の夜に 重ねじ酒杯に

夜も眠れず」       暁風

7月 3日 0い  梅雨晴れのちこのち雨

―腱鐸り歩き方」竹内均著によれば

藤 おける第■級の仕事は 大胆な仮脱の

提案である。あとになってそれが実証されれは

その分だけその科学が大きく
―

る。観察や

実験によって反証さいまいで残った知識の全体

が科学である。科学l― あることを主張す

る脚 岬 なιヽ それよりもむしろ、偽

りであることが立置きれていないために、偽り

であるこどが量証されないうちは支持さⅢ .ま‐
た信頼される知戯の体系である」

これ程私に勇気を与えてくれる言葉はない。私

の初めての論文を竹内先生が支持してくれたと

云っていい。竹内先生にも私の論文を送ること

にする。 (竹内均氏ば四高出身であり「物理の

傾向と対策」で高校時代にお世話になった。)_“_

7月 4日 休}曇
遊歩道 (倉谷―ダムサイト)の道路整備。11

譴-5".中間点にあたる漣 丸木橋の材料

になる木を切る。

7月 5日 0 雨

英文の論文の結論 (3)の不備に気付いた。

∽
“

luslon

③ The tine neasured by tttch deserve to

only paneter in oder to o4_

universal(truep tine and enhpy。

これ励頓蘭資の顧EDだと』ルヽ汎

7月 6日 CD 曇のち晴れ

厠時―14:301報雲 1髪婆 ダムサイト
ー

道整備:■昨日の残り、中間点の沢からダムサ

イ稽
=行

きに,人、帰りに,人に出会う。ツ

ユも明ける頭に夏山シーズンの到床かり山道の

整備も始めねばなるまい:疲れて酒を飲んだら

気分が良くなり、何か書きたくなった。物理学

者の寺嘩 は"好きなもの イチス コーヒ

ニ、私 無 懐手して描 見物rとぃってぃ

る

'氏

私蜘 だけ違う。私は'好きなもの

フイス 同じ"である。久し振りに夕焼けがき

れいたち明日中 あるような予感がする。

7月 7日 (日) 曇

今日は聖日、たなばた祭b朝早くから、日本

酒の麦茶割に―
のハチミツを入れ、マリー

ムをなめなめ

―

ぅている。中

理に数学のテーマを頭に入れ、そのテーマの熟

成をゆっくり待つ。あたかもフインが出来るよ

うに。至福の人生に乾杯しここ動 の暮ら

しに疲れた人達の憩いの空間に、Berg heimが

酒と学問を愛する人達の梁山泊になればよい。

心からそれを願う。予感的中.昼頃大出餞君、

イ、屋に到着.越冬できるくらい大量の食糎をも

らう。麒 二人で金沢に下る。



7月 8日 偶)曇
金沢のビジネスホテル シマノで泊まり、午

後1時頃帰着.ドァにコーヒー、酒のツマミ等
の入った袋がかけてぁった。金山谷に居る向井
氏の所疇 江 学馴コ四薄卒α麺勧 らヽのも
のだった。感謝。留守にして申し訳ない。 1

7月 9日 (ガ  曇

今日も又、おだやかに暮れてゆく。紅茶にた

らした日本酒の香リカくたまらない:蚊取線香の

ききめバッグンである。

3atに又も付け加えのニペこジを書いてしま

った 舟眩 史に

…

ことと思うッ民 お

許しを乞うしかない。

「カメ虫ホイホイ」を製作すれば売れる。■

アルコール入リアイスクリーム、アイスキャン

デーも作ればホイホィ売れること請|〕い 、何

と素晴らしいアイデァでぁろうかり山の水と空

輔 な する。

7月 10日 IЮ  晴れのち曇のち小雨
一日中読書。こんなことで良いのかと自分を

疑う。もう■人の自分は今ごそじらくり考えて
次の― に備えよと云ら。糠こはたきな仕事
がある。この議 ュートビァにすなことだ。
その為のマスタープランを今練ることをぁる。
道盤 ることである。読書ばかりにふけって
はならぬ。ッュ明けとなったら戸外に出よ。そ
して皆の為の道を整えよ。あせらずt少しずう。
今は晴耕雨読で良いではないか。聖書を読現
そして祈れ !

7月 11日 肉  曇

朝6時半日本酒のコーヒー割を飲みつっ、我

決意す。'■才迄にこの地上に神の国を建設し、
801で逝く'ま ずその第‐歩は倉谷から.神よ、

我にその力を与えたまえ !

結 論

(1)存在は力を生ずる。宇宙の中心に発生する力は宇宙を拡大する力となる。

(2)こ の力は他の4つの力「重力」「電磁力」「弱い力」「強い力」を統一するかも

しれない。

(3)エ ントロピーは超磁の数のことであり、時計によって計られた時間はエントロピー

に 磁の数)増加のパラメーターである。

(超磁の長さ10 cm以下)

[Pray to Lord]
Our Father shich art in heaven,

Halloned be thy name.

Thy king-don come,

Thy r+ill be done in KURATANI,as it is in heaven.

Give us this day our daily bread.

And forgive us our debts,as ne forgive our debtors.

And lead us not into temptation,but deliver us fron evil;
For thine is the kingdom, and the poner, and the glory, for ever.
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続 続 フ イ ン 酒 多 飲 日 記

7/120 晴

朝 9H7J堰睦出る。金漏胸畑帥貶提出する

ことと、先祖の墓参りである。父方と母方の墓

地へ行く。泊まり由回のビジネスホテルシマノ.

8月 3日 の会津から出てくる家族の為の予約を

しておいた。午後8-出 る。「ぼた

ん」でコーヒーを飲みt「リリー。マルレーン」

で久し振りにドイッ語と英語でリリー。マルレ

ーンを唄う。山膨県米沢出身のアルバイトの女

子大生と知り合う。

7/13 仕)  1書

金沢で久し振りに自由軒のカレーライスを食

う。昔とちょっと味が変わった。もっとカラか

った気がする。年齢のせいか。味覚が変わった

のれ 遊廓の跡が茶星になってぃて、そこで抹

茶アイスを飲んだ。昔の廓の面影樹懸共 若い

鑓 の観瞬塑戟民 かつての限達が春を売って

生きていた事実を知って八 知らず沢 糧

性まで来ていた。時

…

ぎてゅく0午後

7時前にだヽ屋に臨

7/14(日 ) 晴

今日も又至福の夕暮を迎にる。橋を架ける為

の流木を珠 調 Il吊構を渡って最初の沢ま

で殖邸ヽ 帰り意 倉谷川にドンプリiと浸かり

汗を洗い流す。嶽 彙悪l駄に朦 出会う。

小屋で■服するようにと誘った力ヽ 山賊とでも

思ったの力、 J渥に来なかった。彼等はにわか

雨に会っている筈である。人を信ずれば良いの

|こ .

7/15倒)曇のち晴

夕刻5時傾ヽ英文の中 剛曝日 と「謝

辞」を持って金沢に下る。舟日女史の郵梗受け

に入れ、天神橋の卯辰山側にある無嗣休憩所で

泊まる。この休憩所は2間X3間の広さでBerg

:::L'I‰ 針

｀

重躍 鯉 弔

浅の川の川面の風で夕涼みとは、何とオツなも

のでござんしょう。

7/16∞  晴

まだ暗いうちに掃除のポランティァ婆さんが

やってきた:次に早起き会の爺さん連申の集ま

りが休憩所で開かれた。寝ているどころではな

くならた。私も爺さんの仲間に加わり、フイフ

イやった。八十才の爺さんとはやはり話が嗜み

働 ない。垣畢冽渥 に儲 .

7/17 ∞   麟

八月二日に金沢に来るという娘達にそれぞれ

便りを書いて、ポストに出しに駒帰まで下る。

途中隠才の元倉谷の住人と知り合う。動 に

定年まで勤めた乱

7/18" 競

今日も何事もなく穏やかに暮れてゆく。下界

はどうなっているか、私の関知しないこと。マ

タイ伝18章に次のようなことが書いてあった。

弟子達がイエスに 時 は誰がもっとも偉い

のですか」とたずねると、イエスは子供を呼び

よせて皆の前に立たせて云った。「あなた達が

変わり、この子供の様にならなければ天国は受

け祓 い。天重欺r―J圏障ぃのは、この報 の

様に、自分を何も知らない、無知なものと思っ

ている人間にある」と.島林君が闘いたら泣い

て喜ぶ言職こ 大人になれないなどと嘆くこと

はない。いつまでも報 の地端 ち続けること

が偉いことなのだ.

7/19 0  快晴

流木を切って―
の材料とする。直径

"m長さ3mは少 運々本のに力と時間加遷島 今日

は切るだ
`九

午後は丸裸で調 :Iで縫 。いい
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ものだ。俺は捨てた。世を捨てたのではなく、
古い自分を捨てた。ぁとは自然に、調 ‖の流
れにまかせて生きるだけだ。神にこの肉体を提
供したからにはじ人間とは単純で簡単なものを
わざと難しく考える性癖がある。この世を天国
にするのは簡単規

…

珈雌である。物
は人類皆平等に分かち合い、ェネルギーの消費
を少なくする:この世から釧えと戦争を追放す
る。これ等はすぐ出来る。出来ないのは愚者が
多いから,喘

7/20(D 晴

午前中倒床を切る。これも木活の材料bゴリ
を取りに来た人に会う。大学は既に夏休みに入
ったは九 J中高の]謝い も近い。お柿『の建
設を急がねばなるまい。犠 大統■理論につ

野 論 s計 謙 :蹴
」

鰤
辞 の歩き方」と西日 鯵 郎の「善の碗
榊 じたことは、「あらゆる欺 は川間の
ものであり、真理は神のものである」というこ
とである。したがって真実は無数にあり、真理
ltt-2

7/21(日 ) 快晴

今日はかなり山に入った人がいた様である。
小屋を訪被 人はなかった。午前中は昨日と同
ほ 倒木を切る。午後はジョン・パロゥ著「宇
宙が始まるとき」にのってぃた4つの力の分か
れる先の不明になってぃたところに、私の万有
斥力 (腱脚Ision)を書きi四矢 明日、舟田女
史に提出する刊己 顛 の動 く滴際に寝
そべりながら幸福感に浸った一日だった。これ
からの人生眠 Mで もいいょぅな生き方
をしたい.まだ見ぬ明日よりも今日を充実させ
よう.山道を整備することと、聖書を読むこと、
それが私の義務である。仕事である。神の国の
建設の為に。

1暖はォロロが出るんですょ !」

「でも、昔は人が住んでいたんでしょ。それ
なら暮らせんことないですょ。」
と、日村先輩は颯爽と、マウンテンパイクに

踏がり、倉谷へ戻られるのでした。

補助金を受け渡しにおいでたスポーッ振興
課の用崎主査 C7Jヽ 3ま で倉谷に住んでいた)

に、羽場さん夫婦が‐番上の姉であること‐―

「ほやわいね。そんなくもの好きな所>へ行
くモンな、昔住んどったモンくらいしかおら
んフィネ.」

…

たな

「 アノーオロロはどうしてぉぃでたんですか
?」

「 そんなモン.バチンと叩くだけゃヮィネ」
‐・‐
融 した。

さて、梅雨があ |六 猛署とオロロの基 ―修
行はいよいょクライマックス機 ょうとし
ています。

こんな折りに、日配翔h環課縫遡ぇられ
ることになりましれ 会津若松から、ご家族
がヽお祝いと偵察におみえになります。キリ
ストにlよ マリア様がt田村さんには、昭子
夫メめヽヽ らっしゃるのです。 時 の蔭に

さらに偉大な母性あり !)

8月 3日の晩Rリ リ上。マルレーンにて
く軟弱グト プ>と洒醸を張り、 4日 の昼は

噸 大島OB会鍋臥 他と、BHで炎
署の宴を張る刊己 動 方は 田粒先輩

が担ぎこまれた蚊帳の中で倉谷の夜を過ごさ

れることになっています―Ъ
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